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Ｅ
Ｓ
Ｇ
経
営
を
推
進

解

説

ＰＩＬ

自
社
船
の
売
船
進
め
る

半
年
で
１５
％
縮
小

運
航
規
模

In
terv

iew

透
明
性
高
く
Ｅ
Ｓ
Ｇ
追
求

次
世
代
の
船
主
経
営

上海外高橋造船

建
造
量
中
国
１
位
に

１
�
８
月
３５５
万
重
量
㌧

日
本
郵
船
は
今
後
約

年
の
間
に
、
環
境
負
荷
の
少
な
い
Ｌ
Ｎ
Ｇ
（
液
化
天
然
ガ
ス
）
燃
料
に
対
応
し
た
自
動

車
専
用
船
約

隻
を
建
造
す
る
。
既
存
の
重
油
燃
料
船
を
Ｌ
Ｎ
Ｇ
燃
料
船
に
代
替
す
る
こ
と
で
、「
完
成
車
の
海
上

輸
送
に
お
け
る
Ｃ
Ｏ
２
（
二
酸
化
炭
素
）
排
出
量
を
減
ら
し
、自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
環
境
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
」（
曽

我
貴
也
常
務
執
行
役
員
）
方
針
だ
。
日
本
郵
船
に
よ
る
Ｌ
Ｎ
Ｇ
燃
料
自
動
車
船
へ
の
積
極
投
資
は
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
燃
料

の
普
及
を
促
す
起
爆
剤
に
な
る
可
能
性
も
あ
る
。

日
本
郵
船
は
世
界
最
大
級

の
１
０
０
隻
超
の
自
動
車
船

隊
を
擁
す
る
。
現
在
の
運
航

規
模
を
維
持
す
る
に
は
、
本

船
の
耐
用
年
数
を

�

年

と
仮
定
す
る
と
、
年
３
�
４

隻
を
代
替
更
新
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

曽
我
常
務
は
「
今
後
、
次

世
代
燃
料
に
よ
る
ゼ
ロ
エ
ミ

ッ
シ
ョ
ン
船
が
実
用
化
さ
れ

る
ま
で
、
発
注
す
る
新
造
船

は
全
て
Ｌ
Ｎ
Ｇ
燃
料
を
採
用

す
る
」
と
語
る
。
Ｌ
Ｎ
Ｇ
燃

料
に
バ
ッ
テ
リ
ー
な
ど
の
環

境
技
術
を
組
み
合
わ
せ
、
Ｃ

Ｏ
２
排
出
削
減
効
果
の
向
上

も
目
指
す
。

Ｌ
Ｎ
Ｇ
燃
料
の
先
に
あ
る

ア
ン
モ
ニ
ア
や
水
素
な
ど
、

燃
焼
時
に
Ｃ
Ｏ
２
を
排
出
し

な
い
次
世
代
燃
料
は
、
現
時

点
で
は
２
０
３
０
年
代
半
ば

ご
ろ
に
実
用
化
さ
れ
る
見
込

み
だ
。

そ
こ
で
日
本
郵
船
は
、


年
代
半
ば
ま
で
に
建
造
す
る


隻
程
度
の
自
動
車
船
は
技

術
が
確
立
し
て
い
る
Ｌ
Ｎ
Ｇ

燃
料
を
採
用
。
Ｌ
Ｎ
Ｇ
を
安

全
に
取
り
扱
う
た
め
に
、
乗

組
員
も
計
画
的
に
訓
練
し
て

い
く
。

日
本
郵
船
は

月
に
本
邦

初
の
大
型
Ｌ
Ｎ
Ｇ
燃
料
船

と
し
て
、
７
０
０
０
台
積
み

の
自
動
車
船
「
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ

Ａ

Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｒ
」
を
就

航
さ
せ
る
。

新
造
船
は
就
航
後
、
ト
ヨ

タ
自
動
車
向
け
を
は
じ
め
と

す
る
完
成
車
輸
送
に
従
事
。

日
本
な
ど
か
ら
出
荷
さ
れ
る

完
成
車
の
海
上
輸
送
を
担

う
。「

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ

Ｌ
Ｅ

Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｒ
」
は
環
境
性
能
が

最
大
の
特
長
。
１
９
９
０
年

代
終
わ
り
か
ら

年
代
に

か
け
て
建
造
さ
れ
た
６
４

０
０
台
積
み
の
既
存
船
に

比
べ
て
、
車
１
台
当
た
り
の

輸
送
に
お
い
て
排
出
す
る
Ｃ

Ｏ
２

を
約

％
削
減
で
き

る
。日

本
郵
船
は
「
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ

Ｒ
Ａ

Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｒ
」
に

続
き
、
２
隻
目
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
燃

料
自
動
車
船
も
新
来
島
ど

っ
く
に
発
注
済
み
。

年
に

引
き
渡
し
を
受
け
る
予
定

だ
。自

動
車
船
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

（
運
航
会
社
）
を
取
り
巻
く

環
境
は
厳
し
い
状
況
が
続

く
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
に
よ
る
影
響
で
輸

送
需
要
が
落
ち
込
み
、
一
定

程
度
は
回
復
し
て
き
た
が
多

く
の
オ
ペ
が
用
船
の
返
船
や

自
社
船
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
な
ど

の
対
応
を
迫
ら
れ
て
い
る
。

事
業
環
境
が
厳
し
い
こ
と

は
日
本
郵
船
も
同
じ
だ
が
、

「
今
の
と
こ
ろ
現
在
の
船
隊

規
模
の
縮
小
は
考
え
て
い
な

い
」（
曽
我
常
務
）。従
来
か
ら

の
代
替
更
新
計
画
に
沿
っ
て

今
期
中
に
５
隻
を
ス
ク
ラ
ッ

プ
す
る
予
定
だ
が
、
コ
ロ
ナ

禍
を
受
け
た
措
置
で
は
な
い

と
い
う
。

完
成
車
な
ど
の
輸
送
需
要

を
見
極
め
な
が
ら
、
船
隊
整

備
を
慎
重
に
進
め
て
き
た
こ

と
が
奏
功
し
て
い
る
よ
う

だ
。
曽
我
常
務
は
「
輸
送
需

要
が
急
回
復
す
る
可
能
性
も

あ
る
。
今
後
も
フ
レ
キ
シ
ブ

ル
に
高
品
質
な
輸
送
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
く
」
と
語

る
。

日
本
郵
船

が
先
行
き
不

透
明
な
事
業
環
境
下
で
も
他

だ

社
に
先
駆
け
て
Ｌ
Ｎ
Ｇ
焚
き

自
動
車
船
に
投
資
す
る
の

は
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
（
環
境
・
社
会

・
企
業
統
治
）
経
営
を
推
進

し
て
い
く
た
め
だ
。

同
社
の
長
澤
仁
志
社
長
は

Ｅ
Ｓ
Ｇ
を
経
営
の
ど
真
ん
中

に
置
い
て
、
事
業
に
織
り
込

ん
で
い
く
方
針
を
打
ち
出
し

て
い
る
。
そ
の
具
体
的
な
取

り
組
み
の
一
つ
が
Ｌ
Ｎ
Ｇ
燃

料
自
動
車
船
に
な
る
。

既
存
の
重
油
燃
料
船
を
Ｌ

Ｎ
Ｇ
燃
料
船
に
順
次
切
り
替

え
、
自
動
車
輸
送
か
ら
の
Ｃ

Ｏ
２
排
出
量
を
減
ら
す
。
そ

れ
に
よ
り
、
顧
客
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
と
と
も
に
他
社
と
の

差
別
化
も
図
る
。

Ｌ
Ｎ
Ｇ
燃
料
船
に
積
極
投

資
で
き
る
自
動
車
船
の
強
固

な
事
業
基
盤
も
見
逃
せ
な

い
。
日
系
メ
ー
カ
ー
を
中
心

と
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
顧
客

基
盤
。
貨
物
契
約
に
見
合
っ

た
最
適
な
船
隊
運
営
。
新
型

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
荷
動
き
が

落
ち
込
み
、
他
の
オ
ペ
が
軒

並
み
減
船
す
る
中
で
も
、
日

本
郵
船
が
運
航
規
模
を
維
持

で
き
る
の
も
そ
の
た
め
だ
。

（
山
田
智
史
）

経
営
難
が
伝
え
ら
れ
る
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
船
社
Ｐ
Ｉ
Ｌ
が

自
社
船
の
売
船
を
進
め
て
い

る
。
英
ブ
ロ
ー
カ
ー
大
手
ク

ラ
ー
ク
ソ
ン
ズ
の
リ
ポ
ー
ト

に
よ
る
と
、
９
月
に
入
り
既

に
４
隻
の
売
船
が
確
認
さ
れ

た
。
同
社
の
運
航
規
模
は
２

月
末
か
ら
積
載
能
力
で
約


％
縮
小
し
て
い
る
。

今
月
売
船
さ
れ
た
の
は

「
Ｋ
ｏ
ｔ
ａ

Ｊ
ａ
ｓ
ａ
」

（
１
７
２
８
Ｔ
Ｅ
Ｕ
、
２
０

０
１
年
建
造
）、「
Ｋ
ｏ
ｔ
ａ

Ｇ
ａ
ｎ
ｔ
ｅ
ｎ
ｇ
」（
２
４

７
５
Ｔ
Ｅ
Ｕ
、

年
）、「
Ｋ

ｏ
ｔ
ａ

Ｋ
ａ
ｓ
ｔ
ｕ
ｒ

ｉ
」（
３
０
８
１
Ｔ
Ｅ
Ｕ
、


年
）、「
Ｋ
ｏ
ｔ
ａ

Ｌ
ａ
ｊ

ｕ
」（
４
２
５
０
Ｔ
Ｅ
Ｕ
、


年
）
の
各
船
。売
船
額
は
「
Ｋ

ｏ
ｔ
ａ

Ｋ
ａ
ｓ
ｔ
ｕ
ｒ

ｉ
」
が
５
０
０
万
㌦
（
約
５

億
２
８
０
０
万
円
）、「
Ｋ
ｏ

ｔ
ａ

Ｌ
ａ
ｊ
ｕ
」
が
８
２

５
万
㌦
と
さ
れ
る
。

Ｐ
Ｉ
Ｌ
は
近
年
の
業
績
悪

化
か
ら
、
保
有
船
や
関
係
会

社
な
ど
資
産
売
却
に
よ
る
資

金
流
動
性
確
保
を
進
め
て
い

る
。
３
月
に
北
米
航
路
か
ら

撤
退
し
た
際
は
、
同
航
路
用

に
整
備
し
た
１
万
２
０
０
０

Ｔ
Ｅ
Ｕ
型
６
隻
を
売
却
し

た
。
ま
た
、
７
月
末
に
は
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
政
府
系
投
資
フ

ァ
ン
ド
、
テ
マ
セ
ク
・
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
傘
下
の
ヘ
リ

コ
ニ
ア
キ
ャ
ピ
タ
ル
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
と
、
１
億
�
１
億
５

０
０
０
万
㌦
規
模
の
つ
な
ぎ

融
資
を
受
け
る
こ
と
で
合
意

し
て
い
る
。

Ｐ
Ｉ
Ｌ
の
運
航
船
隊
規
模

は
２
月
末
時
点
で
１
１
８

隻
・

万
１
６
８
２
Ｔ
Ｅ

Ｕ
で
世
界
９
位
だ
っ
た

が
、
９
月

日
時
点
で
は
１

０
５
隻
・

万
３
２
３
６
Ｔ

Ｅ
Ｕ
ま
で
縮
小
。
順
位
も
陽

明
海
運
に
抜
か
れ

位
に
後

退
し
た
。

日
時
点
の
自
社

保
有
船
は

隻
・

万
Ｔ
Ｅ

Ｕ
。

三
菱
鉱
石
輸
送
（
本
社
・
東
京
都
）
は
ケ
ー
プ
サ
イ
ズ
か

ら
パ
ナ
マ
ッ
ク
ス
ま
で
の
バ
ル
カ
ー
や
チ
ッ
プ
船
、
自
動
車

船
を
計

隻
保
有
・
管
理
し
て
い
る
。
日
本
郵
船
、
三
菱
商

事
を
大
株
主
に
持
ち
、
東
京
に
本
拠
を
置
く
船
主
と
し
て
独

自
の
経
営
理
念
を
貫
く
。
小
笠
原
和
夫
代
表
取
締
役
副
社
長

に
三
菱
鉱
石
輸
送
が
目
指
す
船
主
像
を
聞
い
た
。

（
聞
き
手

柏
井
あ
づ
み
）

�
�
船
主
と
し
て
の
経
営
理

念
は
。

「
船
主
の
本
分
は
、
用
船
者

に
不
安
の
な
い
船
舶
と
運
航
管

理
を
提
供
す
る
こ
と
だ
。
予
想

外
の
遅
延
や
乗
組
員
の
け
が

と
い
っ
た
不
測
の
事
態
を
日

頃
の
準
備
で
ど
れ
だ
け
少
な

く
で
き
る
か
。
ゼ
ロ
に
す
る
こ

と
は
難
し
い
が
、
常
に
そ
の
プ

ロ
セ
ス
を
用
船
者
に
高
い
透
明

性
で
開
示
す
る
こ
と
が
重
要

だ
」「

具
体
例
と
し
て
最
近
、
あ

る
海
外
の
荷
主
に
パ
ナ
マ
ッ
ク

ス
１
隻
を
貸
船
し
た
際
、
当
社

は
対
象
船
だ
け
で
な
く
、
全
保

有
船

隻
の
過
去
１
年
間
の
Ｐ

Ｓ
Ｃ
（
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
ト
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
、
寄
港
国
検
査
）
記

録
を
提
供
し
た
。
こ
う
し
て
会

社
全
体
で
透
明
性
を
示
し
た
こ

と
が
、
用
船
者
か
ら
高
く
評
価

さ
れ
た
」

「
当
社
保
有
・
管
理
船
で
は

船
員
が
荷
役
作
業
に
お
い
て
気

づ
い
た
こ
と
や
、
船
員
の
け
が

な
ど
、
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
の

両
面
を
包
み
隠
さ
ず
リ
ポ
ー
ト

す
る
。
用
船
者
が
三
菱
鉱
石
輸

送
を
起
用
す
る
こ
と
で
安
心
を

感
じ
、
用
船
料
と
は
別
の
ク
ラ

イ
テ
リ
ア
で
評
価
し
て
も
ら
う

こ
と
が
理
想
だ
」

「
船
主
が
単
な
る
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
の
オ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
受
け

皿
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
そ

れ
は
形
を
変
え
た
金
融
業
に
す

ぎ
な
い
。
日
々
の
準
備
と
覚
悟

に
よ
り
、
用
船
者
の
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
価
値
向
上
に
つ
な

げ
る
こ
と
が
船
主
業
の
意
義

だ
」

公
正
な
調
達
徹
底

�
�
世
界
の
大
手
荷
主
・
用

船
者
が
Ｅ
Ｓ
Ｇ
（
環
境
・
社
会

・
ガ
バ
ナ
ン
ス
）
経
営
を
推
進

し
て
い
る
。

「
Ｅ
Ｓ
Ｇ
の
精
神
を
実
際
の

仕
事
に
反
映
す
る
た
め
に
は
、

公
平
さ
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に

な
る
。
当
社
は
船
員
の
乗
船
レ

コ
ー
ド
の
綿
密
な
評
価
に
加
え

て
、
船
用
品
な
ど
の
調
達
に
お

け
る
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
選
定
や

調
達
プ
ロ
セ
ス
の
公
正
さ
を
徹

底
し
て
い
る
」

「
さ
ら
に
当
社
は
定
期
的
に

株
主
の
日
本
郵
船
、
三
菱
商
事

の
管
掌
部
門
か
ら
の
監
査
を
受

け
て
お
り
、
特
に
三
菱
商
事
は

総
合
商
社
と
し
て
ガ
バ
ナ
ン
ス

水
準
が
非
常
に
高
い
。
三
菱
グ

ル
ー
プ
の
一
員
と
し
て
、
誇
り

を
も
っ
て
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
観

点
で
も
海
陸
両
面
で
グ
レ
ー

ド
ア
ッ
プ
し
よ
う
と
し
て
い

る
」�

�
国
内
船
主
は
瀬
戸
内
を

本
拠
と
す
る
企
業
が
多
い
が
、

三
菱
鉱
石
輸
送
は
東
京
に
本
社

を
置
い
て
い
る
。

「
東
京
は
確
か
に
オ
フ
ィ
ス

立
地
コ
ス
ト
が
高
い
が
、
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
に
近
い
目
線
を
持
つ

こ
と
が
で
き
る
。
用
船
者
が
何

を
望
ん
で
い
る
か
と
い
う
視
点

で
船
舶
管
理
の
レ
ベ
ル
を
高

め
、
不
具
合
が
起
き
れ
ば
す
ぐ

に
用
船
者
に
報
告
し
、
緊
密
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ

て
い
る
」比

国
合
弁
で
研
修

�
�
船
員
の
安
全
意
識
向
上

に
ど
う
努
め
て
い
る
か
。

「
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
パ
ー
ト
ナ

ー
と
の
マ
ン
ニ
ン
グ
合
弁
会
社

『
Ｍ
Ｏ
Ｔ
�
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｋ
Ｏ

Ｍ

Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｌ
Ａ
』
で
は
定
期
的
に

休
暇
中
船
員
を
集
め
た
安
全
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
て
い

る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
船
員
と
は

長
期
の
雇
用
形
態
は
な
い
が
、

当
社
の
リ
ピ
ー
タ
ー
率
は

％

に
達
す
る
。
東
京
オ
フ
ィ
ス
で

も
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
海
技
者
６
人

が
働
い
て
お
り
、
船
の
現
場
が

何
を
求
め
て
い
る
か
を
直
接
把

握
で
き
て
い
る
」

「
保
有
・
管
理
船
は
週
１
回

の
マ
ス
タ
ー
リ
ポ
ー
ト
提
出
に

加
え
、
定
期
的
に
非
通
知
の
イ

ン
ス
ペ
ク
シ
ョ
ン
を
受
け
る
。

こ
れ
は
前
触
れ
な
く
、
機
関
室

や
デ
ッ
キ
回
り
な
ど
船
内
の
特

定
部
分
の
写
真
を
送
る
よ
う

指
示
し
、
常
日
頃
の
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
作
業

だ
」「

一
昨
年
か
ら
は
表
彰
制
度

『
ト
リ
プ
ル
ゼ
ロ
・
プ
ラ
ス
ゼ

ロ
』
を
開
始
し
た
。
１
年
を
通

し
て
『
Ｐ
Ｓ
Ｃ
で
の
欠
陥
指
摘

ゼ
ロ
』『
不
稼
働
ゼ
ロ
』『
重
大
事

故
ゼ
ロ
』
お
よ
び
『
船
員
の
け

が
・
病
気
ゼ
ロ
』
を
達
成
し
た

船
を
評
価
し
、
船
員
の
家
族
を

集
め
た
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ

ー
で
表
彰
す
る
」

船
員
の
通
信
充
実

�
�
船
員
の
福
利
厚
生
の
観

点
で
船
内
の
通
信
環
境
も
問
わ

れ
て
い
る
。

「
訪
船
時
に
船
員
に
ヒ
ア
リ

ン
グ
す
る
と
、
乗
船
中
に
家
族

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取

り
た
い
と
い
う
要
望
が
多
い
。

当
社
船
隊
で
は
時
間
帯
を
決
め

て
船
員
が
イ
ン
マ
ル
サ
ッ
ト
衛

星
通
信
の
一
定
の
デ
ー
タ
量
を

使
用
で
き
る
通
信
カ
ー
ド
を
提

供
し
て
い
る
」

「
ま
た
次
世
代
通
信
シ
ス
テ

ム
へ
の
移
行
も
随
時
進
め
て
お

り
、
全
船
が
完
了
す
る
２
年
後

に
は
乗
組
員
が
業
務
時
間
以
外

に
制
限
な
く
家
族
と
メ
ー
ル
の

や
り
と
り
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
」�

�
コ
ロ
ナ
禍
で
世
界
的
に

船
員
交
代
が
難
航
し
て
い
る
。

「
依
然
と
し
て
状
況
は
困
難

だ
が
、
全
力
を
挙
げ
て
対
応
を

図
っ
て
い
る
。
６
月
に
鈴
木
一

行
社
長
が
社
内
に
発
信
し
た
新

型
コ
ロ
ナ
対
策
の
基
本
方
針
は

『
ス
タ
ッ
フ
の
命
を
最
優
先
事

項
と
考
え
、
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル

カ
ン
パ
ニ
ー
と
し
て
社
会
的
責

任
を
果
た
す
』
こ
と
を
掲
げ
て

い
る
」

「
船
員
交
代
の
た
め
に
船
舶

の
待
機
時
間
の
増
加
や
、
船
員

が
日
本
で
２
�
３
週
間
の
滞
在

を
強
い
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る

が
、
乗
組
員
の
健
康
を
第
一
に

一
定
の
ロ
ス
を
覚
悟
で
進
め
て

い
る
」

Ｌ
Ｎ
Ｇ
焚
き
育
成

�
�
次
の
時
代
を
見
据
え
た

課
題
は
。

「
国
際
社
会
の
Ｇ
Ｈ
Ｇ
（
温

室
効
果
ガ
ス
）
削
減
要
求
に
応

え
る
た
め
に
も
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
（
液

化
天
然
ガ
ス
）
燃
料
船
が
一
つ

の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
る
。
た

だ

だ
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
焚
き
外
航
船
の
船

員
に
は
、
危
険
物
取
扱
責
任
者

（
低
引
火
点
燃
料
）
の
資
格
が

要
求
さ
れ
る
た
め
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
船

や
Ｌ
Ｎ
Ｇ
焚
き
船
舶
で
の
一
定

期
間
の
乗
船
経
験
が
必
要
に
な

る
。
将
来
的
に
株
主
の
日
本
郵

船
の
協
力
を
得
て
訓
練
を
進
め

た
い
と
考
え
て
お
り
、
船
員
に

と
っ
て
も
資
格
取
得
は
透
明
性

の
高
い
昇
進
プ
ラ
ン
に
つ
な
が

る
と
期
待
し
て
い
る
」

中
国
国
有
造
船
最
大
手
、

中
国
船
舶
集
団（
Ｃ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
）

傘
下
の
上
海
外
高
橋
造
船

（
Ｓ
Ｗ
Ｓ
）
は

日
、
２

０
２
０
年
１
�
８
月
の
建

造
量
が
前
年
同
期
比

％

増
の
計
３
５
５
万
重
量
㌧

に
達
し
、
中
国
造
船
企
業

の
中
で
１
位
に
な
っ
た
と

発
表
し
た
。
同
社
は
今
年
、

世
界
初
の
新
造
自
走
式
Ｆ
Ｐ

Ｓ
Ｏ
（
浮
体
式
石
油
生
産
・

貯
蔵
・
積
み
出
し
設
備
）
を

引
き
渡
し
た
ほ
か
、
大
型
ク

ル
ー
ズ
船
と
ケ
ー
プ
サ
イ
ズ

バ
ル
カ
ー
の
２
隻
同
時
建
造

に
対
応
す
る
た
め
ド
ッ
ク
の

拡
張
工
事
を
行
う
な
ど
、
市

場
で
の
存
在
感
を
高
め
て
い

る
。上

海
外
高
橋
造
船
が
年
初

か
ら
８
月
ま
で
に
引
き
渡
し

た
の
は
、
海
洋
掘
削
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
、
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
供
給
船（
Ｐ
Ｓ
Ｖ
）、


万
重
量
㌧
型
Ｖ
Ｌ
Ｏ
Ｃ

（
大
型
鉱
石
運
搬
船
）、Ｆ
Ｐ

Ｓ
Ｏ
、
ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
マ

ッ
ク
ス
バ
ル
カ
ー
、
ケ
ー
プ

サ
イ
ズ
バ
ル
カ
ー
な
ど


隻
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
は
ほ
と

ん
ど
な
く
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
通
り
に
引
き
渡
し
て
い

る
。同

社
は
１
９
９
９
年
に
中

国
で
最
新
鋭
の
大
型
造
船

所
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。


年
９
月
現
在
、
新
造
設

備
と
し
て
Ｖ
Ｌ
Ｃ
Ｃ
（
大
型

原
油
タ
ン
カ
ー
）
が
建
造

可
能
な
１
号
ド
ッ
ク
（
全

長
４
８
０
㍍
、
幅
１
０
６

㍍
）
と
２
号
ド
ッ
ク
（
全
長

７
４
０
㍍
、
幅

㍍
）
を
保

有
。２

号
ド
ッ
ク
は
、
中
国
造

船
所
と
し
て
初
と
な
る
大

型
ク
ル
ー
ズ
船
の
建
造
に

対
応
す
る
た
め
、

年
か

ら
従
来
の
全
長
５
４
０
㍍

か
ら
２
０
０
㍍
延
長
す
る

工
事
が
行
わ
れ
、
今
年
３
月

に
完
工
し
た
。

上
海
外
高
橋
造
船
が
建

造
を
進
め
て
い
る
ク
ル
ー

ズ
船
は
、
世
界
最
大
の
ク

ル
ー
ズ
企
業
で
あ
る
米
カ

ー
ニ
バ
ル
コ
ー
ポ
レ
ー
シ

ョ
ン
＆
Ｐ
Ｌ
Ｃ
か
ら
受
注

し
た

万
総
㌧
級
の
大
型

ク
ル
ー
ズ
船
で
、
計
６
隻

が
建
造
さ
れ
る
予
定
。
年

末
に
は
第
１
船
が
最
終
組

み
立
て
に
入
る
と
み
ら
れ

る
。

おがさわら・かずお （昭和）年慶大経卒、
日本郵船入社。年製鉄原料グループ長、年経
営委員、年取締役経営委員、年常務経営委員、
年６月から現職。歳。

日本郵船

ＬＮＧ燃料自動車船４０隻建造へ

今
後
１５
年
で
積
極
投
資

メ
ー
カ
ー
の
環
境
ニ
ー
ズ
対
応

Ｅ
Ｓ
Ｇ
経
営
に
沿
っ
た
投
資
戦
略
を
進
め
る

（
写
真
�
日
本
郵
船
の
環
境
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ

「
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｅ
Ｓ

Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｒ
」）

小笠原 和夫氏

三菱鉱石輸送代表取締役副社長

�サムスン、ＦＰＵ納期延期

�チポル、代理店にクレーン
�【貿易手続きとインフラ構造改革】（５６）

�【サンバの国から】


